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研 究 目的 ・内容

熱QCD/QEI)の 温 度 ・密 度 に 依 存 す る 相 構 造 や 相 転 移 の 研'先 は!'1!論 ・実 験 の 両 面 か ら・貢要 で あ

る。 こ こで は、 解 析 的 分 析 がIIJ能 で 、 か っ 先行 す る 多 くの 分 析 結 果 と比 較 検 討 がｺ」 能 なDysOl1-

Schwillger(1)S)方 程 ∫隻に よ る処 方 を111い て カ イラ ノレ対称 性(フ ェ ル ミオ ンの質 量 と関 係 す る)

の 破 れ と回 復 の 機 構 に つ い て 調 べ る/,

2.研 究方法 ・計算方 法

先に求 めた物理質 量 Σ、に対す るDS方 程式 をlf1いて、解析的計算お よびFORTRANに よ る数値

計算 をi-_いなが ら相転移の機構の分析を行 う、,この とき、1)ゲ ー ジボソ ンの真空偏極IIと の連 、γ1

方程式 にな る。 如何 に、「適 切な 」近 似を行 って解析 す るか、、2)熱 場(有 限温度の上易)に おいて

は、通常 川 い られ る1adder近 似は良 い近似 で はな い。 そ こで、 硬熱 ルーフ近似 を ケLジ ボ ソンの

伝播関数 とともに頂点 関数に も月JいてDS方 程式 の分析 を行 う,、などに注意 しなが ら、 検討をil-_1う

必 要が ある。 しか しなが ら、実 際の詩算で は、 いきな り ヒ記の分析をi1-_1うの は困難であ るので、 本

年度 は、1adder近 似 を川 いて、 その ゲー ジ依存性 に関す る分析 をlil心 に,}i▲算を実行 す る。計 算か

ら優位 の結 果を得 るため には、官効 ホテ ンシャルを 考慮す る必要があ る、 この ため実 時間形式 での

有効ポテ ンシャルを求め、それを組み込んだ フログラムを作成 し実行す る。

3.研 究成果

解析 的な らび に数値的解析 を実 行lilで ある。特 に、数 値的解 析の ため、FORTRANに よ るプ ロ

グラムを作成 し、評 算中であ る。 これ まで は、1alldauゲ ー ジでの結 果で あ ったが、他 のゲー ジで

の振 る舞いを調べ た結 果、 ゲー ジ依存性が強 いことがわか った。 そ こで、現在、Ward恒 等式 と無

矛盾 な解が あるか どうかを確認す るための計算を実行qlで ある。

現 在、解析中で あ り、逐次学術論 文と して 公表す る 」今定で ある。
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